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指定管理者による公の施設の管理運営状況 

平成 30（2018）年度 

施設名 栃木県中央公園 

施設所管課 県土整備部都市整備課 

指定管理者 

 

 

栃木県中央公園指定管理グループ 

・栃木県造園建設業協同組合（法人番号 8060005000511） 

・株式会社大高商事（法人番号 1060001000967） 

指定期間 平成 26（2014）年４月１日 ～ 平成 31（2019）年３月 31 日 

 

１ 施設の概要 

施設所在地  宇都宮市睦町２－５０ 

施設の概要 

 

 

 

 

 ① 指定管理者による管理面積 ９．５ｈａ（栃木県立博物館を除く。） 

 ② 主要な施設 

    正面入口広場、中央広場、記念広場、面影広場、芝生広場、こども広場、 

  日本庭園、野点広場、沈床園、昭和大池、むつび池、面影池、ロックガーデン、 

  旧宇都宮商工会議所ポーチ、緑の相談所、県立博物館 等 

業 務 内 容 

 

 ① 公園の維持管理に関する業務 

 ② 公園の運営に関する業務 

 

２ 収支の状況 

 平成 30（2018）年度                                                         （千円） 

収入  支出 

指

定

管

理
※

２ 

 指定管理料 ６２，７４２  

 

 

 

 

指

定

管

理
※

２ 

 事業費 ７，３９１ 

 利用料金収入 ０  管理運営費 ３０，２８８ 

 その他収入※１ １  人件費 ２４，７７９ 

   その他支出※１ ０ 

 合計 ６２，７４３  合計 ６２，４５８ 

指定管理業務収支差額① ２８５   

自主事業 ３，２７９  自主事業 ２７２ 

自主事業収支差額② ３，００７   

収支差額（①＋②） ３，２９２   

備考（※１ その他収入の主なものを記載） 

・預金利息     １千円 

 

 

備考（※１ その他支出の主なものを記載） 

 

※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

 平成 29（2017）年度（前年度）                                             （千円） 

収入  支出 

指

定

管

理
※

２ 

 指定管理料 ６２，７４２  

 

 

 

 

指

定

管

理
※

２ 

 事業費 ７，２７０ 

 利用料金収入 ０  管理運営費 ２９，１２７ 

 その他収入※１ １  人件費 ２４，６１８ 

   その他支出※１ ０ 

 合計 ６２，７４３  合計 ６１，０１５ 

指定管理業務収支差額① １，７２８   

自主事業 ３，２６９  自主事業 ３７３ 

自主事業収支差額② ２，８９６   

収支差額（①＋②） ４，６２４   
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備考（※１ その他収入の主なものを記載） 

・預金利息     １千円 

 

 

備考（※１ その他支出の主なものを記載） 

 

   ※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

３ 利用状況 

 平成 29（2017）年度 平成 30（2018）年度 

公園利用者 ３３９，０００人 ３２０，０７８人 

 

施 設 名 平成 29（2017）年度 平成 30（2018）年度 

 

 

緑の相談所 

 

 

相談件数 ６０８件 ５１８件 

催し物回数 

（延べ人数） 

４２回 

（５５，７７２人） 

４１回 

（４９，２３２人） 

講習会回数 

（延べ人数） 

３５回 

（５１３人） 

３４回 

（５１８人） 

グリーンカレッジ講習会回数 

（延べ人数） 

１２回 

（５１５人） 

１２回 

（５０３人） 

 

４ サービス向上に向けた取組 

(1)年末年始(12 月 29 日～1 月 3 日)の開園 

(2)公園管理事務所の開所日の年中無休化 

(3)緑の相談所を 1 月 2 日から開所した。 

(4)わかりやすく目線に止まる掲示物の掲示 

 ・樹木の案内や質問のあるものについては、相談所窓口に園内案内や解説を掲示した。 

 ・窓口に園内マップを掲示し、施設案内や草花名称、開花状況、見所等の情報提供を行った。  

 ・ウオーキングルート・距離を示した園内マップを園路沿いの案内板に掲示した。  

 ・車いすの貸し出しや、緑の相談所入口に車いすで通れる園路を表示した園内マップの掲示を行  

った。 

(5)安全性の向上 

 ・定期的なパトロールを実施するとともに、不審な情報等が入った場合には、職員を増やし警戒  

に当たることにより、犯罪等を未然に防止するよう努めた。特に東日本大震災後は、夜間照明  

の供用停止のため夜間巡視業務を強化している。 

 ・施設点検マニュアルを作成し、始業・終業の安全点検及び定期点検を徹底した。  

 ・避難誘導マニュアルを作成し、防災訓練を実施するなど、公園利用者への迅速な対応に備えた。 

 ・ＡＥＤを常設している。 

(6)快適性の向上 

 ・｢魅せる公園｣を意識し、修景の観点から中低木の剪定や刈込を実施した。 

 ・芝生広場や管理棟（緑の相談所）南側広場の芝生張替えを行った。 

 ・転倒防止のため、管理棟前の広場や中央広場の御影石を洗浄し、転倒注意の表示板を置いた。  

  ・分煙を徹底し、パトロールを徹底した。 

 ・シルバー人材センターの得意部門を利用して、｢公園の顔｣といわれるトイレの清掃を徹底して  

実施するとともに、トイレサービスチェックリストを拡充した。 

 ・家庭ごみ搬入防止のため、徹底したごみ収集を行った。 

 ・沈床池の整備・清掃を重点的に行った。 

 ・昭和大池の水質汚濁と悪臭の防止を行い、水質改善を行った。 

 ・危険性をはらんだ残存枯損木の撤去処理を行い、安全な環境を提供した。 

(7)広報宣伝活動の拡大 

 ・「都市公園だより」等の機関紙や新聞による情報提供を行った。 

 ・定期的なウェブページの更新とともに最新情報を随時掲載した。 
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５ 利用者意見への対応 

 利用者意見の把握方法 

・管理事務所に意見箱を常時設置し、ご意見票を回収 

  回収件数  ４９件 

主なご意見票の項目 良い 良い方 あまり良くない 悪い 

 

公園内はきれいでしたか 

 

公園の管理状況はいかが

でしたか 

 

花壇や樹木などの植物の

管理状態はいかがでした

か 

 

スタッフの対応はいかが

でしたか 

 

５２．２％ 

 

４８．８％ 

 

 

５７．１％ 

 

 

 

４２．３％ 

 

 

４７．８％ 

 

５１．２％ 

 

 

４２．９％ 

 

 

 

５７．７％ 

 

 

０．０％ 

 

０．０％ 

 

 

０．０％ 

 

 

 

０．０％ 

 

 

０．０％ 

 

０．０％ 

 

 

０．０％ 

 

 

 

０．０％ 

 
 

 

 主な利用者意見（苦情・要望）  対 応 

・ハトなどにエサをやる人がいる。 

 

 

・園内でタバコを吸うのはダメだろう。 

・張り紙を掲示するなどした上で、職員が

見かけた際には禁止の旨必ず説明し、御

協力頂いている。 

・園内の指定の場所以外は禁煙である。見

かけたら注意するようにしている。 

 主な利用者意見（積極的評価） 

・サクラのライトアップが良い。 

・菊の美を堪能しました。 

・ヨーロッパのような素敵な公園があって幸せ。 

 

６ 指定管理者による自己評価 

 成果のあった取組・積極的に取り組んだ事項・利用者満足度向上への取組 

・専門的な造園技術により、景観上バランスの取れた剪定・刈込を実施するとともに、樹木医など

専門家の意見や診断により衰退樹木の適切な治療処置を行った。 

・園内の落ち葉を集積・腐葉土化した後、堆肥やマルチング材として園内植物に施用し、自然資源 

の循環を行った。 

・夏の「ミストゾーン」、冬の「雪吊り」「イルミネーション」、自然素材を使用した「しめ縄飾り」 

等特色ある環境イベントを企画・実施した。 

・公園の利用促進を図るため、県立博物館と連携してナスヒオウギアヤメ鑑賞会やセミの羽化観察

会、野鳥観察会を実施した。 

・栃木県で開催された大型観光キャンペーン（本ＤＣ期間４月～６月）に協力し、園内の桜ライト

アップや魅せる噴水の時間延長を実施した。 

 良好な園内環境に向けた取組 ※指定管理者が独自に設定 

・良好な園内環境の維持管理 

  芝生地、植栽樹木の育成管理、花壇管理等花修景、トイレ清掃 

・環境問題への取組 

  省エネ、省資源、ゴミ問題への取組 

  今後改善・工夫したい事項 

・「魅せる公園」を意識し、造園の専門的技術を駆使した景観維持の植栽管理を実施していきたい。 
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・ホームページの、季節の花や実などを紹介した園内植物の掲載内容を充実していきたい。 

・高齢者や障害者の利用が増加傾向にあることから、車いすの利用やリハビリ目的の利用にも細心 

の注意を払い、思いやりのある対応をしていきたい。 

・暦の行事（雛祭り、端午の節句の鯉のぼり飾り、七夕飾り等）や自然素材を用いた木の実の工作

等、家族で楽しめるようにイベントを充実させたい。 

 

７ 所管課室による評価 

項目 評価の内容 確認内容・所見等 評価 

１．住民の平

等利用の確

保 

 

 

 

 

 

①住民の平等利用が確保されたか。 適切に実施されている。   Ｃ 

②使用許可に関する権限が適正に行使

されたか。 

 

― 

 

 

― 

 

③高齢者、障害者等に対する配慮はな

されたか。また、平等利用が確保でき

ない場合の対応は適切か。 

車椅子の貸し出しだけでなく車椅子

のためのコースマップ・ハザードマッ

プの掲示等、車椅子利用者への配慮が

なされた。   

 

 

Ｃ 

 

 

２．施設の効

用の最大限

発揮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の設置目的に沿った業務実施が

なされたか。 

 

優れた造園技術を活かした植栽管理

が適切に実施され、四季折々の美しい

景観を創出している。 

 

Ｂ 

②施設の利用促進、県民サービスの向

上が図られたか。 

公園利用者数は一部目標を達成した。

暑さ対策のためのミストゾーン設置、

健康遊具使用のためのアドバイスサ

インの設置等、利用者増加を図る具体

的な工夫を行った。 

 

 

Ｃ 

③利用者満足度を把握し、満足度の向

上が図られたか。 

昨年以上に高い満足度であった。利用

者アンケートに記載の意見も、現在の

公園管理に非常に満足しているとい

った肯定的な意見が多く提出されて

いる。 

 

 

Ａ 

④利用者からの意見、苦情に対して適

切な対応がなされたか。 

苦情が少ない。また要望・苦情に対し、

マニュアルに従い適切に取り組み、対

応している。 

 

Ｃ 

⑤施設、設備、備品の維持管理や安全

管理は適切になされたか。 

 

日常・定期点検を確実に実施し、その

記録が保管されているとともに、修繕

記録が適切に保管されている。 

 

Ｃ 

⑥指定管理者の創意工夫により業務改

善等がなされたか。 

 

公園内の樹木が適切に管理されてい

る。倒木した桜は、経過観察を行って

いる。 

 

Ｃ 

 

３．管理を安

定的に行う

物的人的基

礎 

 

 

 

 

 

 

①組織体制は適正か。 

 

当該業務を適正に遂行できる組織と

なっている。 

 

Ｃ 

 

②収支は適正でバランスがとれたもの

か。 

概ね適正である。  

Ｃ 

 

③経費の縮減に取り組まれてきたか。 

 

 

 

園内の噴水及び外灯、トイレにおい

て、季節ごとに細やかなタイマー調整

や運用状況の見直しを行い、電気の無

駄を削減するなど、節電に努めた。 

 

Ｃ 
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④人材育成は適切に実施されている

か。 

 

公園管理に必要な資格の取得や技術

と能力を向上するため、事業計画書に

基づいた研修を実施した。 

 Ｃ 

 

 

⑤危機管理体制（事故、緊急時の対応）

は確保されているか。 

 

事故発生時には、速やかな対応・報告

を実施し、異常気象時においても、迅

速に安全点検を実施し、報告してい

る。 

 

Ｃ 

 

 

⑥県や関係機関との連携体制は確保さ

れているか。 

県や関係機関と連携し、管理運営を行

っている。 

 

Ｃ 

 

 

４．個人情報

保護 

 

 

 

①個人情報の保護についての措置が計

画どおり実施されているか。 

個人情報の保護に関する要領を定め、

適切に保護をしている。 

 

Ｃ 

 

②情報公開は適切になされているか。 

 

情報公開事務処理要領を定め、適切に

運用をしている。 

 

Ｃ 

 

 

５．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①施設の特性にふさわしい自己評価が

なされているか。 

自己評価の改善が見られた。 

次年度に向けた課題を明確にし、課題

解決に向けた取り組みを期待する。 

 

Ｃ 

 

②自主事業が計画どおりに実施されて

いるか。 

適切に実施されている。  

Ｃ 

 

③イベント等を実施している場合は、

地域との連携が図られているか。 

 

各種イベントでは地元団体による展

示等が行われた。また、各種講座にお

いて県内在住の講師を多く依頼して

いる。 

 

Ｃ 

 

 

④環境への配慮（騒音・公害対策、ごみ

削減等）がなされているか。 

公園内の落葉は、堆肥化リサイクルを

行っている。 
Ｃ 

⑤その他管理運営上の特記事項 

 

 

 

公園の設計意図の認識と公園の構成

要素を理解し、良好な公園景観を利用

者に提供している。また毎週花の見所

を紹介したマップを作成し配布して

いる。 

DC に合わせ、噴水時間の延長、桜のラ

イトアップやアヤメの鑑賞会を行っ

た。 

 

Ｂ 

 

 

 

総合的な評価 

 全般的に概ね良好な管理運営状況である。管理状況については、投函された意見票では全ての意

見が積極的意見となっているなど、極めて優れた管理を行っていると考えられる。 

また、ＤＣの一環として行ったサクラのライトアップや噴水の延長も、利用者から高評価を得て

おり、景観と公園の魅力を維持するための取り組みを積極的に行ったといえる。 

今後とも優れた専門性を生かし、より高い水準の植栽管理を行うことにより、県民に親しまれる

公園としていってほしい。 

  ※「評価」欄には、以下の指標により判定した結果を記載すること。 

     Ａ：事業計画に対して極めて優れた取組となっている。 

     Ｂ：事業計画に対して優れた取組となっている。 

     Ｃ：事業計画どおりの取組となっている。 

     Ｄ：事業計画に対して劣る取組となっている。 

     Ｅ：事業計画に対して極めて劣る取組となっている。 


